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_ 1 表中国呤おげる :！:農業磁卑糜領9 増大

^ 填
ェ . 業 総 生 産 領 農 業 総 生 m m

寒 数 指 数 :実： 数 指 数 .

(僚元） う ...... % (億元)
親年 次 \

\
195神価格 
を不 _格

(1952-100) 生産財 消費財 
生 産

.1952年偭格 
を不変価格

(1952^100)

1949 140.2 325.9 100
50 191.2 .....へ 383.6

...
117.7

51 263.5 へ. . ：.... 
.，' ! 419.7 109.4

52 343.3 100 100 100 483.9 -100 115.3
53 447,0 130.2 136.5 126.7 499.1 103.1 103.1
54 519.7 151.4 163,6 144.7 515,7 106.6 103.3

二 55 548.7 159.9 187.3 144.7； .555.4 114,8 107.7
56 703.6 205.0 262.2 173.3 582.9 '  ' 120.4 104.9
57 783.9 228.4 310.5 183.0 603.5 124.7 103.5
58 1,170.0

/1957年の価、■ 
格を木変偭) 

V格とす.るノ

S7U
•+ ' ..... •.

.毛

630.3 244.7

_
/1957年の俩\  
.格を不変価 
\格とするノ

ノス55,9 125.0

■ . ■ ■' ■
国家統計鳥編-「偉大的十年」9,10, 42, 5 6頁。

• •• 、 . . ’ . '

第 2 表 農 村 人 口 の 変 化

(堆位千人)

百
_ 総 人 ロ 都 市 人 口 農 村 人 ロ

年 ト く 実 敎 : % ….寒： 数 %' .実 ; 数 % .....
1949 541,670 100 57,650 10.5 . 484,020 89.5

50 551,960 100 61,690 11.0 490,270 89.0
51 568,000 100 66,320 11.8 496,680 88.2’
52 574,820 100 71,630 12,6 503,190 87,4
53 587,960 100 77,670 13.1 510,290 86,9
54 601,720 100 81,550 13.5 520,170 86.5

、55 ：• 614,650 100 82,850 13,4 531,800 86.6
,56 627,800 100 89,150 14.2 538,650 85.8

原 注 1 . 本 -表は合湾爹ふくまず，，ますこ華僑，外国み留学生は：X らない。 '
• 2 . 都市人r丨屮には農村地帯の中での町をふくむ。

中華人民共和国国家統計局編「関干 1956年度国民経済計劃執行結果的 

公報」2ダ頁より。

尚総人口数は，国家統計局編r偉大的十年」 5 頁の国土、と人口棚とは多 

少の誔差がある。

年s  s  i  r r s  i  s 旮 & 續
o  — .二 三 四 五 六 七 八 九 o S

■.山:下竜H '「中圍経濟+の成接:と.成長率;」〔「中国研究..
要」第—号 QL叩1 , S ) 能頁〕 より。

原数字は，国家統計埼「憚太的十年」および揚嶺 

「農業は国民経済の基磷」(人民白報，1960,8,22)

第 2 図 食 瘟 ，棉花 'の総’生産高（実数）

值斤  
(万f クル) 5000:

4000

3000

2000

1000

食描（億斤）
(年平均増大牢 
9.8%)

棉花（ビグル) 
(年平均.増大牢 
1 8 , 8 % ) ;

年 放 最 ' ，九 九 九 九 九 九 九 九 九

'..ベ.^ " • T*. ■ ... ノへパ-....

中華人民共和国国家統計局編「倬大的十年」57M 
より作成o 価格表萊による生産額は貨常俩値の変 

動 が 1952年まではげし L、とと， 不変価格基準が 

1957年でかわることから，揉らなかった。

第 1 図農業と工業 ，' 国民所得の成長率の比‘  
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第 .3 表 I _ 民所得中に占める韙業所得とその割合

(単•位 10億元)

' 次\

国 民 所 得 内農業所得 :

実 数 % 実 数 %

1950 45.42 100 28.70 70.4
51 60.96 100 36.00 61.2
52 67.86 100 39-00 57；7
53 82.38 100 43.40 53.6
54 88.99 100 43.60 51,3
55 92.10 100 46,30 516
56 106.43 100 49.80 49.8
57 114.45 100 53.20 49.8

非 農 業 所 得 （内歆）

実 数

16.72
24.96
28.86
38.98
45.39
45.80
56.63
61.25
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“  China’s  Oroas National Prpduot and Social Accounts 1950〜1957”  
by William W. HaUister, 1 9 5 8 .石沢元晴，前田寿夫| R 「1950〜 1957 年に 

おける中国の国民総生產と社会勘定」20頁 及 W 16頁より作成。 :

I ,同 (別な資料よりみる）

年^ \
’ 国民所得 . 
総 領 内/工業

... ......... . *
農 業

■.丨• : ; • 

途 築 業 運
.通

釋.’業 商 業

1952 .丨:::、'':.::::100::: 18.0 ： 5 9 , B.0 4:0 15,8

1956 100 26,4 48.1 5.6 4.4 15.5
.1

牛中黄「我国国民収入的積累和消費」21頁c

第 4 表，農業部門K おける再生産

a
b
c
d

a 4 b + c  + d
绎’
bV

て单位10億元）

' ' ' ' ' へ〜、 年 次

農 家 消 費  

家賃 •消費サービス 

農 業 資 本 勘 定  

農 業 以 外 の 企 m 
総 販 売 m

非農業部門から購A  
国 民 総 生 産 費 用  

購 入 額 + 費 用

1950 1951 1952 1953 1954 1955 1956 1957

17.40 22.50 21.60 24.50 23.70 25.50 28.50 29.00
1.60 2.10 2.20 2.50 2.50 2.60 2.80 3.00
0.60 0.70 0.80 0.90 0,90 1.00 1.00 1.10
9.80 11.60 15.60 17.00 18.10 18.90 19.60 22.50

29.40 36.90 40.20 44.90 45,20 48.00 51.90 55.60

0.70 0.90 1.20 1.50 1.60 1.70 2.10 2.40
28,70 36.00 39.00 43.40 43.60 46,30 49.80 53.20
29.40 36.90 40,20 44.90 45.20 48,00 51.90 55.60

William W； Hallister, ib id ,邦訳，前掲書 22 頁。
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ま
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期
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地
改̂
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；
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ず
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；
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く
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摘
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；
の

中

国

の

：
ブ

ル

民

舉

命

：は

、
，
' 

r

九
.十
四
年
の
第|

次
世
界
大
戦
と
一 

九
一
七
年
の
.ロ
.シ
：ア
十
月
革
命
に
よ
が
社
会
主
義
国
家
樹
立
.以
後
変
化
を
：生
じ
、.

「

プ
ロ
レ
，タ
；A
ァ
社
舍
主
義
Q
ii
i
:
;界
革
命
の
一
部
分
と
：
.な
っ
ヒ」
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植
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収
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進
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華
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れ
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史
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摘
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.
に
：：つ.
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あ
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と
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-

経
営
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経
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^

呼

ぶ

：な

ら
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ら
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史
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を
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支.配
的
に
行
：わ
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.
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の
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な
办
経
営
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生
遽
龙
行
勸
に
必
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か
：
^

級
所
有
者
1

領
主
が
所
有
し
、•
そ
れ
に
* '

っ
て
剰
余
勞
働
.

の
す
ベ
て
を
、
地
代
：と
し
て
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収
奪
す
る
の
が
封
建
制
で
あ
る
と
ホ
れ
ば
，
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し
て
^
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節
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産
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農
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の

め

：
発

展
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換
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す
れ
ば
そ
の
小
経
営
の
下
に
実
茌
す
る
生
産
力
発
展
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た
め
の
条
件
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け
れ
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な
ら
な
い
。
な
ん
と
な
れ
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.
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濃
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.
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.
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経
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篇
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収
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潜
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自
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.
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.
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れ
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.
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第 6 表主要農産物播稱面横と坐産量 

一 指 数 細 ， q

\ \

m 種 両 橫 指 V数 生 產 ..量 ' . .禪 数

1953 1954 1955 1956 1953 1954 1955 1956

播 種 面 溃 総 計 102.0 104.7 107.0 112.7 10X.6
其 中 楹 食 101(8 103,6 105.4 1X0.7 104.2 108.9 113,2 118.2

M 99.8 101.2 102.8 117.4 100.9 103.5 114.0 120.5
小 . 麦 ： 103,5 108,8 107.9 110.1 98.4 128.7 126.7 136.8
雑 毂 101.7 100.8 103.9 104.5 102.0 95.6 106,6 103,6
m 類 103.8 112.6 115.7 126.5 104.3 104.0 115.7 133.8

大 105.8 108.3 98.0 103,1 90.1 95.4 95,8 107.5
棉 花 92.9 98;0 103.5 112.2 45.1 81.7 116.5 110.8
贸 沣 麻 50.1 45.5 73.5 87.0 96.0 44.7 へ 84.1 84.4
煙 草 102.7 117,1 485.4 207.1 101.8 104,7 134.4 180.0
甘 蔗 105?4 119.9 111,9 121.2 105.6 120.8 114.0 .121.6
甜 菜 138,8 208,2 327.5 426,0 91.9 206.7 333,5 344.0
落 花 生 98.4 116.2 125.7 143,1 94.3 1195 126.3 144.1
油 菜 89.5 91'6 125.5 116,2 94.2 104.0 99.0

第？表農業系統国營農場の中国農業における位置は極めて小さい。

\

m位

_■へぐ-
絶 対. . . . 1

数 1956

1950 1952 1953 1954 1955 1956 1952 := 100 
<する指数

全国にお 
ける位S

農 場 数 個 数 1,215 2,336 2,376 2,415 2,242 2,219 95.0
耕 地 而 横

ニ卜へク
タrr-ル 155.0 246.9 250.8 294.5 394.2 587.5 237.9 全拼地面桉 

の0.52%
從 業 员 数 干 人 43 97 111 137 134 206 212,9 . ; . -T-

内分働者数 千 ゾ 人 24 69 78 103 105 165 239.9
トラタ. タ，古数 寧準台 1,160 1,532 1,627 2,235 2,839 4,422 288.6 全国トラク 

ター台数の

殼 物 収 ：籀掷械 ム 155 275 352 480 657 950 345.5 28% .

役 寄 頭 歎 千 孩 19 42 50 52 58 84 198.7 全国役畜頭 
数の0.1% 、

中華人民共和国国家統計局「関干1956年度国民経済計劃執行結果的公報」 

45頁より作成0 「偉大的十年」の統計は牧場がふぐまれてぃるのでとらなか

つた。最末禺棚は「偉大的十年」の数字とかねあわせて作成した。

原注本表には地方国啻農場，機械農場がふくまれてぃる0 1955年に農場個 

数が減少してぃるのは合併したもの. 及び实験的に一部牧場化したためで 

ある。 しかし国常農場中機械農場が増大したので，菊地面稹は增大してい 

る。 トラクタ一台数には地方国常農場のものはふくまれていない。

国営経済 合作社 
経 済

公私共 
営経済

資本主 
義経済

個人経诂

1952 19.1 1.5 : 0 足 6.9 71,8
1953 23.9 2.5 0.9 7 .f 64.8
1954 26.8 4,8 2,1 5,3 61.0
1955 - 2 8 . 0 14:1 魅 B.5 51.6
1956 32.2 53,4 m 7.1
1957 33.2 56,4 7.6 -r- 2,8

第 5 表拙会主義経済の国芪経済中に占め
;
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原法辑食の単位産量は龠僉の耕地面稹と生産量との計算より作成。

著 者 法 こ の I：5 母は，地域的にみると平廇永稲择3抵 fe陵ホ稲辱 6 社， 

棉産区 3 社，山区 3社 ，一社 100戸〜200声が 7 社で中位，平 均 257 
戸，耕 地 38,075畝。 .

「湖北省15個高級ネ土的調査」 3頁。 、

… 「湖北省1S個高級社的調査」2 8 頁より作成。
原 注 6 社調査による。 ：

丘陵水稲g  : 希水県十月社，考癫県緑化社，谷城県新生活社。 
棉 産 咳 ：漢川県人和社，襄陽県多岡社。

山 :ハ 咳 ::’恩施県金M社。

C群 の 説 明 1 . 讽鬼，寡婦老弱病。赤字農家の24，16% ,
2 . 家族多ぐ扶養人口大。 : 17.46%
3 . 借金。 7 .94%
4 . 突然災害 (死 • 火災など）。 23.81%

? 5 . 結:婚其他で出费多かつ. た。 15.87%
'  6. 生活浪費ル 10.32% ,

• 第 9 表 湖 北 省 15偁嵩級社生途総费と雄•位生靡最供 2) :

• .(希水释声郷十月辑麻城贤王集郷五愛社他） 、 .
» .

作 . . 物
総 生 .'産 JP-

里 ■ 位 生 産 量 .

1955 ： 1956 1955に対する
わりあい 1955 1956 1955に対す 

るわりあい

缉 ：' 喪 : 19,580,148 14,346,341 114.04 421 473 112,35
: J其 内 臟 8,943,080 10,520,210 117.64 ‘ 44^ 514 115.50

1 小宠 1,566,312 1,683,594; 107.48 150, 158 105.33
棉 花 322,111 376,327 116.83 52 66 126.92
芝 麻 133,659 ■ 189,407 141.71 66 64 92.96

\

総 戸 数
....... .

1恥5年各部類農家のしめる％ 纖 各 部 類 農 家 の し

戸 % 農象余剰を生 
ずる農家A 単純W生雄 

農 家 B
字農家 
G A B C

小 計 458 100' 18.78 53.06 28.16 30.13 51.31 18.56
貧 農 1海 100 9.34 50.55 40.11 "24.72 51.10 24.18
新 下 中 184 100 25.00 54.35 20.65 41.30 44.02 14.67
旧 下 中 . 92 100 25.00 55.43 19.57 頌 8 66.30 ,15 .22

y jv へ計 156 100 54.49 41.02 4.49 63.46 31.41 5.13
新 上 中 72 100 45.83 45.83 8.33 68.08 26.39 5.55
旧 よ 中 ： 81 100 61.90 36.90 1,19• . _ ..... 59.52 35.71 4.76

富 農 18 100 44.44 50.00 5.56 50.00 33.33 16.67
地 主 9 100 22.22 77.78 11.11 55.56 38.33

合 計 641 100 f 179 戸 
127.93^ |

f  318 戸 
149.61% .

’了—i丽ー 
122,46% 138.53%

f  295戸 
146.02%

T 99 戸— 
115.45^

第 8 表：農民各階層の上昇状況(注！）

(み群37.98%増, C群31.25%減)
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第 l o 表 欒 举 i寸の笋作イ匕翰後における土要:指標の対比表

— 金額舉位，元。g|•虽坩位，市斤(0.6kir)~

1947 1952 1954 1955 1956 1957 1958

気 候 条 件 大ひでり 風雨贿調 平 年 ひでりど
也災 大 水 害 .大ひ■で.:.り.. 最初ひでり 

後平年

経 済 . 類 型
.......... ...._ 一“ _̂___ 小K 瓦助組 互助組 初級合作社 高級合作社' 高級合作社 高籾合作社

攆 食 総 : 曄 量 19,200 150,000 115,900 101,163 145,942 .123,113 189,051

平均毎畝生産量 32 250 190 172 247 .ベ:.：ベ.'細 366

総 収 入 -.；■ 1 . ..~~r .... 14,500 18,303.54 19,074.5 24,363.05

〜 〔攀庠村は屮村，全尸80戸，人口 296人 耕 地 ， m 554.7畝 （段地状)〕 
原 注 1， 各竿の耕地総面積に多少の差がある。まあ500〜600畝の間である。

2 . 総取；Vは合作社どしての収入総額で合作社員の叙的収入はふくま 
れていな' 、V •

3 . 合作化後の糧食の単位面精当り_生鹿费は平次増加しているがそ 

• の原:因の1部は多取獲品種にきりかえたことにある。
4. - 背薪は4 斤を1 斤と計算した。 '

肖歩才「从欒库高軾農業社的発辰過程•看小社併大社，転為人民公社的溶観 
視必然性」 「释済研究」1959.12, 29莨。
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ナ
.

性
：と̂

つ
い
て」

(

全
._
第 

:

■-
:

千
七
卷
脅
濃
藥
問
題
.

痛
つ
い
で
の
7-

丨
ゼ
，
原

案
1—
:

1

同
第
三^
:

|

.奪

ス

タ

：
ヮ
市 

y

と
.

モ
ス
ク
：
ヤ
應
の
：，
集
会
で

.

：
の
、
食
糧
.

税

に

つ

い
：

^

ル
シ
エ
， 

ー
：
ヴ
ィ
ク
：第

:̂
:
.'
|»
1

大

会1_.(

第_

十
三.
卷)

他
>

ハ

中̂ 

は

、
旧

地

主

所

^

地 

国
#

兆
せ
.

ず
？
：'そ
れ
ぞ
れ
の
# -

揭
に
分
割
再
分
配
私
有
化
さ
れ
、.
そ
.

の
こ
.と 

'

自
体
.

、が
.

赴
会
主
義
革
命
.

の
■

成
果
.

(

実
は
そ
の1

.

部
た
.

り
■

う
る
-

と
に
よ
：
つ
て
し
.
か
こ 

, 
>

の
段
階
に
実
現
し
：え
な
い
ブ
'

ル
良
革
命
の
結
果
で
あ
る
：がー

前
節
参
照
丨)

で
あ
り
、
そ 

0

受
領
溃
抵
農
業
生
産
力
：の
主
要
な
担
い
：手
セ
あ
る
た
め
に
、
そ
の
ょ
う
な
土 

■

地
私
有
.の
..1

:

般
的
形
成
が
農
業
部
門
：：に
お
け
る
生
産
ガ
発
展
の
た
め
の
必
要
な 

一.経
過
点
で
あ
る
こ
と
、
従
.

；マ
て
余
り
多
く
な
い
が
富
農
も
そ
れ
が
.生
産
力
の
担 

当
者
で
‘

る
限
り
は
、
プ
ロ
■

い
タ
リ
：ア
権
カ
確
立
後
、貸
付
地
が
没
収
さ
れ
な
が 

.

ら
も
な
お
制
限
つ
き
に
保
存
さ
れ
る
，よ
う
な
、
%

c '
も
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
力 

'

の
発
展
が
制
隊
付
で
期
待
、，
許
务
さ
れ
る
条
件
が
よ
り
強
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

し
か
し
そ
れ
は
半
封
建
的
半
植
民
地
機
構
に
対
す
る
革
命
勢
力
の
主
要
な
力
が
労
働
者
、貧
雇
農
.

で
あ
ら
た
こ
と
と
、そ
れ
ら.
が
中
立
化
さ
れ
労
働
者
.

貧
農
の 

へ
ダ
モ
ニ 
I

の
下
に
は.
？
き
り
制
約.
を
う
け
て
ぃ
た
事
に
法
意
0〕

，
こ
れ
は
農
業
部
門
に
お
け
る
資
本
関
係
の
成
立
条
件
に
お
い
て
異
り
、

土
地
が
■た
だ 

ち
に
私
有
を
禁
止
さ
れ
た

(「

土
版
社
会
化
法」

一

九

一

七

社

会

主

義

段
^

の
ソ
ビ
エ
ト
や
、「

よ
り
進
ん
だ
社
会
主
義
革
命
.の
段
階
に
あ
る 

资
本
主
義
国
家
、
だ
が
小
商
品
生
産
が
優
勢
を
占
め
る
国
家
に
，お
い
：て
は
資
本
主
義
の
|

定
限
度
.

の.
発
展
が
不
可
避
だ
と
い
う
見
地
か
ら
.ネ
ッ
プ 

の
初
期
に
資
本
主
義
的
要
素
の
ニ
定
’

限
度
の
难
展
を
許
し
、
そ
れ
を
利
用
す
る
政
策
が
当
§

^

5

±:
:

:
が
る
に
し
て
も
、
.
矛
盾
の
よ
り
尖
鋭
化
し 

.

た
、
進
ん
だ
資
本
主
義
国
家
の
過
渡
.

期
に
お
い
て
は
プ
ロ
レ
：タ
リ
ア
階
級
に
と
：*?
て
は
も
は
や
そ
の
条
件
が
現
実
に
は
存
在
し
.

な
か
っ
た」

(
宇
高 

基
輔

r

変
革
期
に
ぉ
け
る
地
代
範
疇」

：
> 
'

よ
う
'

な
、

そ
し
て
第
一
一
次
大
戦
後
ソ
ビ
エ
ト
の
直
接
的
影
響
の
下
ー
に
あ
っ
た
東
欧
諸
国
と
の
同
じ
問
題
の
贩 

態
的
な
差
異
で
あ
る
®.1

九

一

一

二

年

に

ソ

ビ

H

ト
で
极
農
業
経
営
、
エ
揚
に
私
的
所
有
を
み
.

と
め
、資
本
家
階
級
が
政
治
権
カ
を
：に
ぎ
っ
て
い
る
国 

家
に
お
：け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
、
土
地
と
大
多
数
：の
大
炎
業
の
私
的
所
有
を
み
と
め
ず
\
_
プ
ロ
レ
タ
リ
テ
ー
へ
ト
が
政
治
権
カ
を
に
ぎ
っ
て
い 

る
国
家
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
め
本
質
的
な
ち
；が
い
に
ぶ
れ
た
中
.

で
、k

本

主

義

が

ら

社

倉

生

義

：へ

^ -

指
摘
し
、
小
規
模
経
営
と
市
場
の
す
べ
て
；の
_

が
き
り
と
ら
：れ
る
ま
'

で
は
、
ー
経
済
的
対
_

の
存
冻
と
そ
の
不
可
避
性
が
公
然
と
.

み
.

と
.め
ら
れ
る
べ 

き
こ
と
：を
述
べ
ら
れ
て
い
る
：(「

新
経
済
政
策
の
諸
条
件
の
も
と
で
.

：の
勞
働
組
合
の
役
割
と
茌
務
に
o

い
て」

，f
-

全
集」

'

第
三
十
三
巻)

が

、
.
小

規

模

経

営

が

同

• 
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•
•
•
•
• 

.

.

. 
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. 
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• 

■

. 
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. 

.

時
に
小
土
地
所
有
者
で
.

ある
場合
め！

直
接
生
：

產者

=

生

途

手

段

の

所

有

者

：
，：
：
前

節

)

 

'
と

し

て

の
^

働

者

に

対

す

る

階

級

的

差

別

性

ば

中

_

に

お 

い
：
て
：更

に

強

：い

点

が

指

摘

さ

れ

々

べ

き

で

あ

ろ

.

う

。

こ
：
の

よ

う

：な

，

--
1

大

海

原

：
の
_

よ
う
に
：現
わ
れ
た」

(

毛
沢
東)

：「

0

:

々
資
本
家
を
う
み
出
す
丁(

レ 

:

丨 <
1
:

ン0
 

:農
民
.

の

行

手

に

は

：、
：
；そ

れ

自

休

だ

妙

み

れ

ば

資

本

主

義

1

社
佘
在
；義
の
ー一

つ
の
道
が
ひ
ら
か
れ
て
い
.

る
よ
う
で
あ
る
,0

こ
こ
に
政
策
と
し 

へ
て
の
合
作
北
め
^
然
性
が
日
稈
に：

の
ぼ
名
が
、実
は
：す
で
に
ふ
れ
：た
よ
う
.

に
韋
命
^

必

然

的

游

果

、
社

会

主

義

的

組

襪

化

は

.
：

;-

所

有

権

の

行

使

：の

肖

由

：を

も

と

め

.

る
方
向
^'
0.
:
動

摇

が

：
不

可

避

」

.
：
マ
で
あ
ろ
§
と
^

®

^

鄭
時
め
援
助
の
^

^

^

と
ぇ
ば
太
農
機
具
”

建
物
め
徜
給̂

し
中
国
に
>
け
る
初
紙
合
作
社
の
基
本
的
倥
格
：

 

7ン
：
、
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九
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七〕
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'

■

'

.

■ 

. 

.五

六(

九
八
八.〉

.
■

; &
r

，
：
元
；食,

S

系
譜
の
、ほ

地̂

設
す
る
こ
と
を
通
じ
て.
^

わ
れ
る
そ
し
て
そ
れ
は
現
在
は
中
農
化
し
た
た
め
に
.

小
ブ
ル
ジ
H

ア
的
協
同
組
合
的
性
格
を
ふ
く
，み
が
'ち
な
存
在 

:

を
.(

':
^

会
主
義
的
協
同
組
合
に
改
造
す

る
：： (「

全
.

ロ
シ>

食

署
^

:

中

国

合

作

化

：の
，基

本

的

特

質

は

、

.

以

彥

如

き
.

そ
'̂_

さ

益

農_

法
^

特
殊
#1

を
前
提
と
：し
て
、
へ
根
本
的
：に
は
土
地
改
革
の
社
会
主
義
革
命
§

:

け
.
る
位
置
及
び.
性
格
と
関
速.
し
て
、

い
か
に
と.
の
：ト
ブ
レ

ジ
ョ
ア

勺

協 

同
組
合
と
しV

で
な
く
、

V
.

社
会
主
義
的
：協
同
組
合
炎
業
：へ
：形
成
揚
棄
さ

れ

た

が

と

，い

ぅ

点

に

あ

る

、

,'
;

:

と

思
わ
れ
る;0
:

,

.

.

.
ニ
.
,

.

.人

.
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ハ̂

第
■

に
ょ
れ
ば
一
丸
囊
年
に
お
：い
て
下
層
中
農
の
i

%

、
土
^

^
 

貧
農
の

:

半
数
は
単.

^

 

£

産
が
可
能
、

が
赤
字
農
家
n

下
向
分
解
を
？

が
、
五
六
年
に
^

^

 

ノC

'

^
 

.

第_

第,
一S

は
合
作
化
過
程
：に

単

位

S

当
り
生
：

1

の
増
大
を
示
し
て

.

：い
る
が
、
こ
：の
増
大
こ
そ
富
農
.

富
裕
中
農
を
合
作
化
^
ひ
き 

る

ぶ

て

ま

き
f

中
心
と
し
て
全
農
民
を
生
産
協
同
粗
合
葛
織
■

墓
 

の
I

ら
の
资 

討
は
次
稿(

本
槁
末
尾
参
照)

'
を
予
；定.
し
ズ
ぃ
る，
：

^

 

:

r

杉

'

.

ニ
、
：
小

農

民
®:
営
i
生

産

協

同

化
.の
.条
^

.

.

.

.

.

.
 

.

: 
■
 

' 

\

 

.

.

.

.

. 

- 
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'
I
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■
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：
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.

,

パ-

.
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V

 

-

ィ
、
半
社
会
主
義
企
業
と
七
て
の
：初
級
合̂
社

.

.

元
来
協
同
組
合
と
は一
小

経

営

袅

生

産

構

造

の

各

環

存

衮_

を
4

，
加
入
者
農
民
の
生
活
をふ
：く

め

た

そ

f

益

を

守

ろ

ぅ

と

す

る

事

業

体

で

あ

：っ
て
、
，
特

定

の

：，
生

.

産
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
特
定
：の
社
会
.

構
成
体
の
生
；産
な
'

い
し
流
通
適
程
.に 

.

本
的
単
位
で
は
あ
り
免
な
い
。：：従
：っ
で
ぞ
の
f e

格
は
そ
の
生
要
な
加
入
：者
農
揭
の
階
層
的
性
格
に
よ
：っ
て
代
表
さ
れ
る
が
、
:総
じ
て
産
業
資
本
主 

義
段
階
に
お
い
て
は
富
農
、；

富
裕
中
農
の
ブ
ル
：ジ
”

ァ
的
篇
を
も
っ
て
現
わ
^ ,
:

国
家
独
占
資
本
主
義
段
階
の
下
で
は
そ
の
よ
ぅ
な
加
入
者
• 

生
産
者
の
性
格
に
よ
る
規
變
対
す
る
.

系
統
農
協
と
し
て
^

っ
て
単
協
の
性
格
を
複
雑
な
も
の
と
し
て
い
る

こ
と
は
今
更
ふ
れ
る
ま
で
も
な
い
。
現
在
日
本
独
占
資
ボ
主
義
の
^
に
あ
る
小
農
民
経
営
と
農
協 

.

に
ら
：い
T

は
元
来
消
費
者
に
対
し
て
中
間
利
潤
を
減
少
す
る
こ
i

か
ら
出
発
し
：た
協
同
組
合
概
念
：が
、「

資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
合
法
的
産

物

 

と
し
て
資
本
の
迤
動
法
則
と
の
合
理
的
閧
連
に
お
.

：い
て」

：杷
撵
さ
れ
る
べ
：き
と
>-
-

と
さ
れ
た
土
'

で

尚
-1

そ
の
本
来
.の
任 

よ

？

て
：資

本

制

生

産

.

.に

.：お
け
る
商
品
流
通
過
程
の
合
.

理
：化

を

任

務

と

.'

と
規
定
さ
.

れ
、
—1

流
通
過
程」

に
お
け
る
商
業
利
潤
の
排
除
と
し
て 

「

流

通

遍

程

」

：
に

そ

め

機

能

を

と

：ど

.

め
よ
：ぅ
と
.す
る
旧
来
の
近
藤
，
并
上
理
論
に
対
し
、

生
，産
過
程
に
：お
け
る
協
業
に
'よ
る
社
会
的
な
勞
働
生
孽 

カ
：の
高
ま
り
に
：農
協
の
基
礎
を
求
め
:

(

美
土
路
達
雄
氏)

、
或
い
^

べ

き「

国
.

家
独
占
資
本
の
_

己
実
現
機
構」

で
あ
る
と
，い
ぅ
矛
盾
を
克
服
す
る
主
休
的
根
拠
が
農
協
.

そ
の
も
の
の
ホ
質
の
中
に
内
在
し
て
'い
る
と 

し
て
資
本
主
義
休
制
を
農
業
部
門
の
中
.

か̂

推
転
さ
せ
.

る
農
民
の
美
践
的
な
場
と
し
て
考
え
る
|(

伊
東
勇
夫
.

氏
.

)

.

新
し
い
.

立
場
を
め
.

ぐ
っ
.

て
、
討
論 

が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。.
.
資
本
主
義
社
会
で
も
生
産
協
同
組
合
の
形
成
•

生
産
過
經
で
生
産
手
段
の
.

共
用
、.
：労
働
.

の
：組
織
化
な
.

ど
、が
；
 

現
わ
れ
る
よ
ぅ
に
_

な
っ
'

て
来
た
こ
と
が
.

新
し
い
«

同
組
合
璉
論
の
要
請
を
^

^

っ
て
い
$

-̂

ど
ほ
1

ー
自
す
る
要
も
な
い
。
し
か
し
そ
の
.後
者
の
場 

合
農
協
加
入
の
農
民
_

が
農
業
経
営
者
と
し
て
そ
'

の
矛
盾
に
立
ち
.

向
ぅ
場
，合
‘

そ
れ
は
富
裕
中
農
.

，
ム
層
農
.

.

の
ブ
ル̂

S

同
龃
合
内
で
の
：経
営
者
と
労
働
者
の
分
北

.

へ.
ゅ
ぎ.
つ
く)

：
と
：国

家

独

占

資

本

と

0

.

対
立
に
他
な
ら
ず
、
'
:

元

來

本

来

的

：に

棘

立

す

べ

：き

労

働

者

階

級

.と 

の
関
述
で
_

の
主
休
た
り
I

か
き
わ
め
S

I

I

。
こ
.

れ
|

伸
制
の
下
で
土
地
'

改
革
を
推
進
し
た
：の
は
、
：小
作
農
を
ふ
<

 

む
貪
雇
農
：c

小
作
農
.

で
も
貧
*

に.
し
て
も
両
極
分
解Q

結
果)

.

で
あ
り
、：：2

、.

 

土
地
改
革
.

.
中

匿

お
.け
る
初
級
合
作
社.の
基
本
的
性
格「

V

V

:

.

:
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第 1 1 表 各 階 級 • 各階層P 合作社衽员収入め増減状況

(1§56.10 〜11月）

農 家 戸 数 m m
合作化後も変* 
化しない戸数

合作後減収 
した戸数

严数 各階樹の 
%

各賭爝別 
% 戸 数 % 戸觳 % .戸 数 %

贫 : 縣. 989 25,7 100 712 72.70 104 10.52 106 16.78
新下層中离 1,068 27.8 100 758 71,31 124 11.67 181 17.02
旧下層中農 586 15.3 100 385 65,70 63 10.75 138 23.55
新上膚中氣 422 11.0 100 303 71,80 42 9.95 77 18.25
旧上層中農 638 16.7 100 429 67.24 70 10.97 139 21.79
富 農 78 2.0 100 52 66,67 12 15.38 14 17.95
她 圭 47 1；6 100 42 89,36

4
8.51 1 2.13

. 合 計 3,823 100% 100 2,062 74,20 • 265 9.54 452 16.26

「湖北省 15個高級社的綢查j  20頁より作成。増奴戸数が庄齒わに多い。

減驭した原固（狨収戶） . •
I 客観的理由iこよるo (312戸，減収戸の 68.57%)

1. 田が多 <，労働力が少なすぎ;t：減収したもめ ' ；1导2戸,減収戸中 26.81%
2. 土地が多く，土地がよいのに 〃 23戸， // 5.05%

(其中新上中)[梟 ；L2戸; ’ 旧上中農7 戸，旧下中農4 戸)
3 . 経済的作物が坐産物中多くを占め減収1>た も の 13戸 〃 2.86%
4 . 労働力が減少して（たとえば兵役，嫁にやる, 死亡など）77戸 〃 16.92%
5. 病害の影響 . 〃 65戸 / / 14.29%
6 . 孤兜，寡婦，考弱などで 〃 12戸 〃 2.64%

I 合作化工作過程で生じfc原因で.工作をすすめることで解決するもの（143戸，
. 減収戸の31,43%)

1. 家庭副業の減収によるものン 111戸，減収戸め24.4%
2 . 労働力の配置が不適当て:労働日が減少した0 6 戸 へ 〃 1.32%
3 . " 労働に你じて報酬を与える” という政策に懐疑をもち仕事〖こ出なかっナこ。

23 戸 if 5.05%
4 . 計画不十分の結果参加労働力が不十分で減取レた。3 戸 : が 0.66% 

第拉表土地改革後におけ i 農村購買力の増大(指数）

1948 1949 1950 1951 1952 1953 1954 1955 1956

黒龍、江 &城 新 発 村 100 168 _ — ■ —~ .t .ノ..
丨.

黒龍江克中県民车村 100 136 263 ノ.

遼挲省请滹四薄城每村 100 175,2 207,4 ' ,

；■ ■■'

!. ' ■'
山東省1 9 の典型資料 — — 100 148.2 183.1
浙江省農禹一人当平均 : ... 100 154.4 257.7 ■ *~ -

全国農样購買力平ち . - ~  ..:: ---- - ：— . ....— 118,4 114.6 110.3 110.4

楚青，朱中健，主志明合著「我国農村市場的改祖」34頁。 
階 層 別 み る と 「貧農の購買力増加速度が最大で，た

前年:

とえは’，庄西省九江石門郷，典型農家調沓では1954年 に 1952年と比較して貧農 
68.11%増，中農 15,30%増，富農 1.58%増が示される」。（同書，37頁）そのうち 
中農1 割 5 分はいいとして當農の購賈ガも又増加しているのは興味があるが，これ 
は一般的傾向（同書 35〜3 8 頁）である。（引用者） ' '

:
中:»
に
ぉ
け
る
初
級
合
作
社
.の
基
本
的
性
# .
..
'

.

;

五
九
.

o'

九
九I

へ
趣
銮
：^

m

^
し
灰

；

れ
て
い
.

た
こ
と
、
3

、
し
た
が
；̂

す
で
に
人
民
政
権
が
確
立
し
て
f
M

中
心
の
均
分
的
土
地
改
革
の
あ
と
を
う
け
て
合
作
化
政I

打

ち

出

さ
.

(

'

^

た

時
:.
.
-
:ィ
、

;^
_

ベ

肩養
：：

た
■

_

■

嘗
■

蓋

纏

寧

た

.上

漠

'■
■

名

こ

言

ら

ハ

头
■

機

本

囊

的

な

農_

分

解

窗

ま

セ

、'
合

作

化

羞

じ
$

' ,
.

的
に
顧
織
し
ょ
う
■

•

舊

途

と

緊

密

卷

び

彦

量

条

俾

看

朵

従

っ

： .
s

家

の

社

会

主

義

的

農

産

物

貿

付

、

:.
.売

渡

計

画

の
 

一
実
現
が
&

陣
_

り

生S
®

の

解

一

的

使

用

、
ッ

共

勝

営

か

ら

？

所

^

る

た

め

の

組

織

化

：で

は

な

く

、
：
：
そ

：れ

自

休

独

立

採

算

制

置

つ

社

会

主

義

企

業

体

：へ

の

一

一

家

族

労

作

的

小

経

営

I

棄

醫

と

.し
て
そ
の
組
織
匕 

:

に
本
質
的
欠
社
会
產
著
質
が
宏
ら
れ
る
も
の
.

と
し
'

て
_理
解
す
べ
奢
で
装 

，
小
I

の
労
働
I

 

く

め

た

義

化

に

と

ど

ま

る

と

：毛

も

、

±:
^

^

■■

撃

段

の

所

有
|

近
代
的
私
有
S

と
f

マ
て
い
'

て
$

:

に
お
け
る
土
地
の
共
.

同
利
用
.

，
生

産

の

協

！

1
：

化
.

と
は
本
質
を
異
に
し
て
い
る
i

;強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
一
な
い
の
であ
る

。

■

そ

こ

ミ

月

 

一
|

に
：全
国
人
_

.

，
合
模
範
定
款
に
ょ
る
と
、
殖
章
総
則
第
一
S

中
国
国
民
S

め
 ̂

っ
の
基
本
的
な
担
い
I

あ
I

業
生
産
協
同
I

 

の
概
観
か
ら
そ
の
基
本
的
性
格
.

を

示

す

部

分

，を

確

認

し

て

.お

か

ね

ば

な
ら
な
い
。
 

'
 

「

農
業
生
産
欝
趄
合
は
勤
労
農
民
め
集
団
的
な
I

組
f

f

、
：…

I

は
組
貪
の
土
，

:

一

的

に

使

う

と

と

も

に

.
、
：
.と

れ

ら

の
生

産

手

段

をし
だ
い
に
共

有

にき
り
か
：

(

え
.

る
。
ま

た

餌

合

は組
合
員
を
組
織
し
.て
協
同
勞
働
を

.

お
こ
k
b



. ■ 华 位
1952 1953 1954 .1955 1956 1957

平 均 賃 金 . 元 445.9 495.8 519.6 534.1 610 637
1952 年 =100

' .■•'一 一 --------------— ---- ------ -
指数 100 111 117 120 137 . 143

労働者消費水準
.一 - .

元 { 167.7 176.6 177.9 179.9 199.8 212
I 952 年 令 100

マ -.•...「. . • ' 十 .”  ----- . 一 — ------
指数 100 105 106 107 119 126 :

農 风 消 费 yj<準、 元 72.8 ' ____ ■ ■

一 二 …
一 —— 一

8ft f t

1952 年 :=100 指数 100 ■ ~ . . *"■*— " . . . . 122

第 1 3 表労働者農民の座活水取
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结ス4 表ェ農業生産比重の变化

iaoY, D» ^  I憚太的十年」より(

_第 ，15.表' . I 953..年におげる 客 季 度 . 
の公私経営比重の変化（％ )

1949 1952 1953 1954 1955 1956 1957 1958
総 • 計 100% 100 100 100 100 100 100 100
X  業 30.1 30.1 47.2 50.2 49,9 54.7 56,5 6B.6
其 中 興 代 ；!:粲 17.0 26.7 30.4 32.8 33.6 39ュ

工業制手工業 6.2 6.2 7.2 7.3 6.9 6.5
手 工 業 6.9 6.9 9.6 10.1 9.2 9.1

農 業 ，及び副業 69.9 69,9 ノ 52^ | 49,8 50.3 45.3 43.5 36.4

季 度 国営 合1作社 私営

六木集鎮 1 〜 3 月 9.2 25.6 65.2
4 〜 6 月 11.7 29.2 59,1
7 〜 9 月 7.3 26.4 66.3

1 0 月 8,4 35.9 55.7
1 1 月 6,0 39.9 54.1

12中集鎮 1 〜 3 月 57,9 42.1
4 ん 6 月 66.8 33.2
7 〜 9 月 . —— 62.1 37.9

1 0 月
. .す..■ ■ 58,2 41.8

1 1 月 ' '二 . . 6B.6 36.4
25小集縝 1 〜 3 月 78.4 21.6

4 へ 6月 ! ' r 79.4 20.6
7 〜 9 月 丨'；? - 73.5 26.5

1 0 月 ' — 74.2 25,8.
1 1 月 80.0 20.0

第 1 6 表 : I 953年国家実行統購 

統銷後の農村腺売細の変化 .
■ . ..

1958 1954. 1054年の1953年 . 

.にたい.するわり 
.あい：

合 計  

供 銷 鮮  

私営商業

3,049,468
149,468

2,900,000

2,413,418
203,418

2,210,000

79.1%
133.5
76,2

楚青他合著「我国農村市場的改租」67頁。 
小売。;L8 表卸売国營化と対比^

(供.銷社は購買販売協同組合めとと）

第 1 7 表 I2 省 3 9集鎮統計6 う 

ち私営商業の比寧の変化( ％ )

1月〜3月4月_

45
32.6

ブ月へ9月 10月〜 
12月
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55.6
38.2

51
32.1
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介
在
点
1-
'

^

蓄

九

頁

)

V

亡

棄
せ
<

し
，
.

め
よ
4

七
し,

農
業
合
作
化
過
程
は
、
従
来
公
式
的
ヒ
.

"

農
民
の
ホ
1{
:
^
所

有

へ

小
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の
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芒

蒙

組
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的
経
営
、
：土
地
報
_

め
消
滅
‘
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留
地
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-

-

>人
民
公
社

(

集
団
的
所
有>

1

二
級
挢
有
制
、.
よ
荽
ぎ
な
集
®

的
所
有
の
面
、
：そ
し
て
そ
の
他
の 

_
:規
定
制
は
新
.

し
ぃ
：整

頓

期

螽

ぇ

，か

.

っ
問
題
參
ぃ
の
で
2

 

に
従

っ
て
解
明
さ
.

れ
る
；の
が
常
で
あ
っ
た

.:
'
0

0

か
し
,

：.さ
_

に
.

电

国

ー

の

軾

企

業

の

改

造

過

程

を

検

討

さ

'

れ
ー
た
儀
栽
氏
が
，

'-
:
'

.

農

業

に

お

け

る

合

作
, 

で
生
產
合
作
化
へ
ハ
生
産
晋
化
ヴ
ボ
流
通
過
程
の
合
作
化
に
先
行
さ
れ
、.
，^

従
来
の
あ
る
説
、

. 

す
な
わ
ち
、
生
産
の
合
作
化
が
流
通
、
#

用
同
の
^

^

お
ら
れ
る

C

前
掲
論
5

。
こ
I

実
S

摘
と
そ
の
.

諭
理
.

は
，
中
国
の
社
会
主
義
的
改
造
备
 

又
杌
級
合
作
社
の
挫
格
を
つ
か 

む
丄
に
も
極
め
て
：重
要
の
よ
う
に
屈
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
小
経
営
の
.

組
織
.

化
-:

生
乾
協
同
組
合
.

は
、：
そ
れ
自
体
の
中
に
そ
の
本
質
的
規
定
を
k



流
通
の
各
過
程
に
存
立
の
基
礎

(

決
し
て
流
通
過
程
に
お
い
：て
だ
け
で
な
く)

.

を
も
ち
、
介
在
点
を
有
す
る
と
し
て
も
、
.小
経
営
が
組
合
に
組
織
化
さ 

れ
る
過
程
は
、.
ま
ず
何
よ
り
も
流
逋
過
程
か
ら
で
な
け
れ
ば
.

あ
り
.

え

な

：
い

。
：パ

元

来

小

，農

民

経

営

の

.

生
産
過
程
に
お
け
.

る
労
働
の
組
織
化
、
資
金
、

. 

土
地
の
合
理
的
利
用
に
よ
る
生
産
性
の
.

増
大
、
コ
ー
ス
ト
ダ
ゥ
ン
の
.

も

く

ろ

：
み
；
は

、

.

ひ
っ
：き
ょ
う
小
商

.品

生
産
者
と
し
て
市
場
に
お
.げ
る
優
越
他
の 

.
獲

得
、

.
個

別
的
価
値
の
；引

'

下
げ
に
よ
る
競
争
の
勝
算
^

—

>

蓄
積
•

拡
大
再
生
.

産
の
.

意
向
に
他
な̂
^
^
^
^

§
2

は
、，.
少
し
ぐ
ら
い
め
：コ.ス
ト
ダ
ヴ
ン
：を
ふ
き
け
ず
程
激1 >
.
.く
、
増
産
は
た
ち
ま
ち
豊
作
免
乏
を
あ
き
起
ず
か
ら
ス
生
産
物
量
の
大
い
さ
は
そ
の 

ま
ま
価
格
額
と
：し
て
，保
証
さ
れ
る
と
：と
が
な
い
-0

従
マ
て
.
小
商
品
生
産
者
と
し
て
：彼
ら
が
生
.
産
し
た
：

「

価

値
- 

，
る
た
：め
に.
は
、.
ま
ず
流
通
過
_

に

よ

る
.

組

織

：
化

：
，

(

そ
れ
.
は
ズ
、ト
ッ
，券 

つ
な
が
：るI

中
国
が
合
作
社
の
副
業
の

)

犬
い
さ
も
こ
こ
か
ら. 

説
明
き
れ
る 
>

.
が
、
.
総
休
と
し
て
前
提
さ
れ
豪
と.が
：明
ら
.
か
^

あ

今
.'
.

'

C

V

し
か
も
中
国
の
：よ
ぅ
に
後
進
性
の
：

g

い
国
民
.

経
済
が
：社
会
主
義
に
移
行
す
る
場
合
ゆ
は
マ
肿
謂
',「

物
質
的
基
礎
が
十
分
に
成
熟
じ
て
い
な
い」 

が
ら
ノ
生
幹
産
業
の
国
家
的
全
人
民
的
所
有
べ
办
移
行
と
同
時
に
金
融
部
作
の
国
家
蛛
占
化
政
策
の
摧
進
れ
全
市
费
に
お
け 

怊
の
確
立
が
急
が
れ
た
こ
と
を
、
山
下
竜
1

ー1

は
：す
で
に
鋭
'<

指
摘
'

さ
れ
て
い
る
■

(「

中
国
の
金
融
制
度
1-
-
:
. 

一
 

n

l

o

頁〉

が
、
：こ
の
点
は
極
め
で
.重
要
で 

あ
る
ァ
最
珉
の
ノ
申
国
学
與
に
柘
け
る
社
会
主
^

的
改
造
に
関
^
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強
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立
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銀
、て
外
国
蓄
、'
対
外
質
.

易
.

の
管
埋
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ぐ
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；
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乂
表
及
|

§

。
：.こ.
の
統
：
1

V

の
導

入

であ
り
、
：；

V

消

欝

唐

の雄
と
し
て
の
農
業
部
門
がI

主
_

ン
い
。
：
こ
のi

う
な
：条
件
と
ぶr

l

原
の
よ
：う£

•

条
件
の
改
変
組
織
化
を
通
じ'て
貧
農
：のI

を
蒙

つ
s

i

產

翁
 

' 

前
揭
で
あ
る
と
共
に
、
又
そ
の
生
蜜
協
同
組
合
'
の‘
基
本
的
性
格
を
規
定
づ
け
.

る
要
因
で
も
あ
る
の
で'あ
る
。
'

」

^
^
^
^

ベ

以

去

如

霧

寒

に
.お
い
弋
、
中
国
国
民
経S

疆

主

義

的

蒸
_

小
経
営
の
黯
化S

裏

産

協

同
I

は
、
そ
れ
自
体
：の
中
が
：

I

そ
の
：性
银
の
本
質
亀 

産
諸
手
段
は
未
だ
近
代
的
私
有
権
の
下
：

I

れ
ぞ
れ
摩
農
民I

冬

い
^
^

平
等
の
：条

れ

ら

生

謹

手
■

統.一

的
に
利
用
管
幽
し
て
労
働
力
を組
織

化
.装

の
考
察
力
ら
は
何
も
導
き
出
さ
れ
な
V

O
 

.そ
れ
は
い
か
な
る
国
民
経
済
の
：下
.

で
、.
い
か
f

農

民

的

土

地

所

有

の

歴

史

的

特

質

を

背

景

^
^
^
い

か

:

な
る
農
民
層
の
ど
の
よ
う1

1

1

1

よ

う

な

證

産
I

疆

I

f

介
I

I

て
襲

さ

れ

た^^
^

を
：明

ら

か

に

す

る

も

の

で

あ

る

0 

; 

.
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:
 

• 

:

;
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'

1

中
国
の
初
級
合
作
社
は
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
段
階
ゆ
知
.

か
半
植
民
地
的
経
济
構
造
に
お
い
.

て
、
：殆
ん
ど：

1

方
的
に
お
し
す
す 

め
ら
れ
る
下
向
分
挪
の
過
程
で
、
：半
ば
：再
び
土
地
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
小
作
農
：を
含
む
：、
全
農
民
：の
六
八
％
を
占
め
.る
食
雇
農
に
ょ
っ
て
、

:

楠
民
地
的
搾
取
機
構
の
生
^

と
し
て
の
、地
主
制
と
対
立
す
^

社
会
主
義
革
命
に
成
長
転
化
ず
る
：

ブ
：：

ル
民
革
命
：の
：基
雜
過
程
と
し
て
し
か
行 

;

わ
れ
え
な
^

っ.
た
土
她
改
革
の
結
果
生
じ
た
、
農
民
的
土
地
所
有
を
前
提
わ
.

じ
；て
；い
;̂
。

.

¥

産
に
お
，け
る
生
産
力
発
展
の
可
能
性
を
阻
ん
.

で
い
た
封
建
的
王
地
所
有
の
実
体
の
粉
砕
十
の
^

を

”
歡

っ

て

小

商

品

生

産

を

営

む

小

経

営

め
 

卞
に
剰
余
労
働
を
留
保
し
て
生
産
力
を
発
展
.

せ

し

办

ぅ

る

条

件

：の

確

立

の

故

に

、
_

か
の
古
典
的
ブ
ル
ジ
3

ァ
革
命
後
に
現
わ
れ
た
-|
自

由

な 

農
民
的
土
地
所
有」

に
類
比
さ
れ
ぅ
る
。
：，
し
か
し
、
.

そ
め
土
地
改
革
を
*

進
し
た
農
民
層
ば
、
"

経
営
内
で
蓄
積
し
、
封
建
的
看
梹
を：

か
か 

ヾ
 

' 

げ
な
が
ら
も
資
本
関
係
の
成
立
を
内
蔵
す
る
ば
ら
い
ろ
.の
独
立
自
営
農
民
層
ダ
で
は
な
く 
>

上
述
0

 

と
.

し
て
€>

食
雇
農
層
で
あ
フ
た
.0

従

：っ

て

土

：
地

改

革

は

贫

農

優

先

.

に
，
均 

;

な
後
進
的
な
国
民
経
済」

に
お
い
て
、

拡
大
再
生
産
に
十
分
な
«

歡
規
模
を
保
証
出
来
な
か
っ
た
°
,

未
組
織
の
農
產
物
市
場
に
直
面
し
た
小
商 

W

H

生
産
従
つ
て
一
般
的
に
農
業
：に
.

お
.

げ
る
生
產
カ
の
.

解
放
は
つ
解
放
土
地
.

の
売
買
貸
付
可
能
、(

制
限
つ
き
.

)

と
関
連
し
、.

r

部
農
民
の
.

上
向
. 

化

=

経
営
親
模
の
拡
大
.

を
蔑
現
し
凌
が《

多
数
の
農
民
の
下
向
分
解
を
必
然
化
し
、
そ
れ
は
社
会
主
義
的
本
質
を
も
づ
人
民
民
主
主
義
政
権 

,

の
基
礎
を
危
ぅ
く
す
る
も
め
で
あ
ャ
た
か
ら
、
こ
：れ
ら
の
生
産
協
同
化
：は
ど
の
土
地
改
革
め
必
然
的
継
続
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
が
っ
た
。
こ 

こ
：に
±

地
改
革
に
つ
づ
く
第】

一.の
革
命
'
:
S

奴
東
V

と
呼
ば
れ
る
所
以
が
あ
る
。
現

に

解

放

地

区

：：
の

+

|

:地

改

革

於

合
^

化
と
結
び
つ
い
て
行
わ 

れ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
.

:

'

.

.

.

'

-

-

2

.

そ

，
の

ょ

ぅ

な

協

同

化

：は

バ
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第 2 2 表合作化一年間における農村経済の変イ匕 

—_ _  (10社，2,880戸全戸調査整理表)
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第 2 1 表 195.6年農業生库合作衽ic加入した農家の総農家数へめ割合

^ ミ. . ， . . . :.

平位 1 月
終り

2 月 
終り

3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9月 10月11月12月

参加した農家の割合 % 80.3 87.0 88,9 90.3 91.2 91,9 92.4 92.9 94.5 95:6 96.1 96.3
高 級 祉 % 30.7 51.0 54.9 58.2 61.9 68.2 63.4 66:1 72.7 78,0 83.0 87.8
初 級 社 % 49.6 36.0 34.0 32.1 29,3 28.7 29.0 26.8 21,8 17.6 13.1 8,5
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義

的

な

生

産

関

係

の

改

変
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揚

棄

に

ま
 

.

で
す
す
め
^:

れ
5

:

る
可
能
性
，‘
必
然
性
の
.上
に
立 

つ
。
，す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
生
産
関
係
の
揚
棄 

ぃ

办

顧

程

，
で

貧

農

の

脱

落

•

分
解
を
支
え
つ
つ
、
生
産 

,

,

カ
発
展
.(
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所
得
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準
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增
大〈
第
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ニ 
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表〉

を
す
す
め
る
■■こ

.^

-^

可
能
だ
.

か
ら
で
あ
る
。

.
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.

.

こ
の
よ
う
に
し
て
す
す
め
，ら
れ
る
合
作
化
の 

:

「

低
い
段
罾」

と

し

て

の

初
級
合
作
社
は
、
そ
れ
が 

資

本

虫

義

段

，

、

過

渡

期

：.
.
.
に

お

け

る

必

然
 

.

的

結

梁

と

し

て

、
，
公

.

私

共

営

に

も

み

：ら

れ

る

.
よ

う 

.

な
経
過
的
な
中
途
弟
ば
な
属
性
を
も
ち
、
こ
れ
が 

;

胁
瀹
半
社
会
主
義
的
と
：呼
ば
れ
名
所
以
で
あ
る
。
 

し
か
し
そ
の
基
本
別
挫
格
は
、
社
会
主
義
企
業
に
，
 

準
じ
.

て
理
解
す
ベ
.

き
と
考
え
^
れ
る
と
す
る
の
が 

-.
.

本
稿
の
意
因
.

で
あ
; ^

つ
す
：な
%

」

ち
ぃ
.

,

■:

ィ
デ
中
国
力
養
民
的
土
-地
所
有
形
成
の
歴
史
的 

'

.

特
質
：と
、*

地
：改
革
>

協

同

化

と

の

必

然

的

：関

速

0

フ
 

口
、
完
全
な
私
有
権
の
下
に
お
か
れ
た
私
企
業
.

:

'

.

.
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三
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一

第 1 9 表各年参加互助合作組織加入農家の総農家に由める割合 

及び規模とその変化

、くへ〜 ， ，へ. . L. . ,
1950 1951 1952 1953 1954 1955 1956

全 国 減 農 寒 戸 数 100.0 100.0 100,0 100.0 100.0 100.0 100.0
割

参加互助合作組織戸数 10.7 19.2 40.0 39.5 60.3 64.9
農 業 生產.食作へ社 — — 0.1 0.2 2.0 14.2 91.9

合

咼 級 社 — --. — _一 63.2
初 : 級 .社 . ：• ~ :. 丨. 十 . 0.1 0.2 1.9 14.2 28.7

% 農 業 生 産 互 助 祖 10.7 19.2. 39.9 39.B 58.4 • 50.7
常 年 粗 ' ； — 10.1 11.5 26.2 27.6 . . . 一-.' ...

-
季 節 : 組 し.' —. - _ _  - 29.8 27.8 32.2 23.1 —

規 & 業 減 産 合 作 社 11,5 12.4 16.2 18.2 20.1 26,7 112.4
模 1̂3

初

級 社 32.0 30.0 184.0 137.3 58.6 75,8 246.4
単- 級 ' 社 10.4 12.3 15.7 18.1 20.0 、26.7 51.1
位 農 業 生 産 S 助 組.• ' ' V . . . .丨1■' •' 4.2 4.5 5.7 6.1 6.9 8.4
尸

j i l t *常W
»

年 組 —— , . — 6.5 7.3 8.1 10.4 ■丄

------------T-
y 節 組 1 5.4 5.7 6.2 6.9 —

国冢ぞ計局農業統計司編f 農業合作化和1955年農業生産合作社収益分配丨 

1 0 頁 j；り。 一

第 2 0 袠 1955年と 1956年 との各階層別社M純収入比較（単位 • 元)

1 9  5 6

人
均

% 戸 
平 均

毎 人  
平 均

平均の 
19邱年との 
対 比 %

62 272 71 114.77
53 223 64 120.54
67 305 75 112.13
64 284 71 111.37

78 396 85 108.49
82 402 89 109.54
76 391 82 107.42

71 372 80 113.76
63 343 88 140.00

「湖北省1 5個高級社的屑奢」2 4 頁より。

15社中純収入増加が最も多かつたのは希水県十月社ヤ毎人平均純収入増加37.26 
% 。 1955年毎人平均増加69 .29元。1956年毎人平均増加95.11元に及んだ。
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丨
の
生
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組
織
に
ぉ
/

い
て
組
合
員
の.
旧
：階
層
！^
が
^

域
し
、 

s

r

な
分
働
機
会I

え
ら
れ
る
こ
と
。
分
配
機
構
に
お
い
て
、
常
に
、
こ
の
残
存
せ
る
私
有
権
の
反
映
之

'
し
て
土
地
報
酬
が
問
題
と
さ' 

、
..
.
':れ
ぶ
：に;'
:
%

拘
ち
^

ー

総

生

産

物

は

肩

家

_

: *

死
^
^
^
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ー' ^
; «

猶

雙

摩

る

が

ら
::
'

.
総

生

確

慮

增_

傾
向
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で

お
論
報
酬
の
^
^

③
清

續

産

に

論

づ

く

収

：益
取
雨
輝
の
：恭
残
龙
し
て
：、

■

級

費

銷
_

書

わ

至

：る
所
に
：か
先
：
っ
：
て
初
級
社
に
お
け
る
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私
有
権」

の 

歴

史
が
制
限

4

ガ
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
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そ
し
て
こ
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こ
と
を
何
ょ
り
も
雄
弁
に
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す
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の
は
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初
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高
級
社 

へ
発
展
し
た
農
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が
全
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一

K

%

に
す
ぎ
な
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で
，あ

る
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組
か 

■■「
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顧

社
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発

展

す

る
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農
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；.あ
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允
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；
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経
済
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一
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■

ま
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'
充
た
さ
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に
十
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と
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級
合
作
社
ぼ
社
会
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義
企
業
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貫
ぬ
-;
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法
則
性
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関
連
で
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す
べ
ぎ
で
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り
、
そ
の
知
社
会' 

主
義
的
と
称
さ
れ
る
現
象
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、
過
渡
期
の
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な
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諸
要
素
を

•

.

と
持
ち
こ
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は
妥
当
を
欠
く
ど
考
え
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る
の
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あ
る
。

へ
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尚
本
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し
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边
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、
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廣
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■
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:

.:

主
カ
を
構
成
し
た
：こ
と
い
ぅ
ま
で
も
な
い
。.
こ
の
種
の
人
々
に
つ
1>
て
は
す
で 

一. 

.

.

;
 

Vい
に
触̂;
る
機
会
が
あ
ー
っ
た
。

遷

が

参

照

。
本
稿
で

'

は
：村
の
商
人
を
取
上
げ
る
。
 

■

ど
ん
な
人
々
が
村
で
生
活
し
て
.

い
た
が
。
十
セ
せ
が
フ
ラ
ン
，ス
o

員
㈣

で
と
い
わ
ば
土
地
と

®

の
.

関
係
が
な
い
人
々
で
'

あ
る
。
し
か
し
彼
ら
は
村
の
生
活 

れ
に
ら
い
て
考
え
よ
ぅ
と
思
え
ば
、
：依
然
と
1;

て
個
別
例
の
提
示
で
|

1

足
し
な
‘

'.
,
■'
.
:者
と
し
て
相
当O

'

実
力̂

^

え
て
い
た
0

す
で
に
こ
の
時
期
ま
で
に
農
の
体
：
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
？
フ
ラ
ン
ス
経
済
史
の
研
究
，に
お
い
て
十
七
世
紀
は
長
く
空
制
が
完
全
に
崩
壊
.

し
、
村
の
人
.々

は
誰
も
流
通
過
程
と
は
無
関
係
に
.生
活
で
き 

自
の
ま
ま
放
置
さ
れ
、.
そ
れ
が
注
目
を
集
め
る
よ
ぅ
に
：な
っ
わ
の
は
よ
ぅ
や
く
' 

.

な

く

な

：
っ
て
い
る

-.
°

も

ち

ろ

ん

余

剰

が

あ

る

裉

り

で

.の

貿

却

と

い

ぅ

持

組

は

厳 

最
近
の
こ
と
で
あ
っ
た

+々

七̂

紐

以

来

の

混

乱

の

だ

.

か
で
農
村
は
ど
ぅ
再
編
、

:

存
し
た
全
体
が
営
利
生
産
に
踏
切
っ
た
と
い
ぅ
わ
け
で
は
な
い
0
し
か
し 

さ
れ
た
か
。一

揆
の
：頻
発
を
み
よ
。
：革
命
に
毛
で
盛
上
っ
だ
：十
八
世
紀
め
発
展
;'
こ
の
限
度
内
に
お
い
て
も
商
人
に
対
す
る
依
存
度
は
深
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で 

は
こ
の
十
七
世
紀
の
徒
明
に
よ
っV

の
み
適
切
に
評
価
で

-

き
る
め
'

で
'

は
^
い 

'

あ
る
。
：そ
}

し
た
が
か
で
商
人
は
著
し
い
繁
栄
を
誇
る
こ
と
が
で
き
た
。

1

体 

か
。.
諸
論
者
は
期
待
に
胸
を
遞
ら
.

せ
て
十
七
世
紀
の
農
業
史
と
取
組
み
、
懸

命
'

:

い.
が
な
る
仕
組
に
0:
:

づ
：
て
か
。
：
ま
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